
一
三
入

列
車
に
搭
じ
鰐
一
脚
せ

b
。

六

月

十

四

日

（

火

曜、

天

気
曇
）

去

十

一

日

よ

b
入
・
梅
な
れ
ば
に
や
、
朝
来
曇
天
、
晴
れ
て

は
且雲

、，p
曇

b
て
は
晴
れ
、
大
に
快

な

ら
、
主
る
天
候
、
来
て
は
夕
方
よ

b
小
雨
至
れ

b
、
忽
ち
に
し
て

叉
止
み
つ
。

今
夜
就
薄
の
時
不
園
見
れ
ば
、
枕
遠
の
障
子
に
蛍
一
疋
優
し
げ
な
る
光
を
も
ら
し
っ
、
あ

b

飴

b
の
可
愛

3
に

静

か

に

捕

へ

て

庭

前

の

植

木

に

放

て

ば

喜

々

さ

し

て

飛

ぴ

去

れ

L
Y
U

七
月
十
日

（日
曜
、
天
気
晴
）

午
前
五
時
廃
起
衣
を
夏
め
、
六
時
店
を
出
て
車
し
て
山
口

氏
｛
毛
主
訪
ム
、
七
時
の
列
車
に
て
盤
屋
の
山
口
氏
親
族
正
木
氏
を
訪
ぴ
、
揚
梅
採

b
に

終

日

を

費

3
ん

約

あ

れ

ば

な

h
、
七
時
に
至
る
も
同
伴
者
前
田
令
室
一
行
の
用
意
出
来
ゴ
る
翁
め
、
入
時
三

十
分
の
列
車
に
搭
ず
る
乙
芝
、
な
れ
？
夕
、
同
行
者
は
山
口
、
前
田
雨
令
室
、
山
口
京
子
、
宗
平
、
孝
、
正
夫
、

前

田

辰

雄

諸

子

息

ご

余

の

入

名

な

L
Y

き

九

時

醸

屋

着、
正

木

氏

宅

ま

で

一

町

徐

の

慮

を

三

々
五

々
歩
を
移
し
て
同
宅
に
着
せ
し
さ
き
、
朝
来
稀
有
の
美
晴
に
て
暑
気
甚
だ
し
か

b
し

翁

め

流

汗

淋
鴻
た
L
Y
、
余
は
先
づ
正
木
氏
一
同
へ
－
初
針
面
の
鮮
了
っ
て
後
衣
を
脱
し
て
風
を
納
れ
、
橡
先
に

掘
し
て
田
舎
の
岡
州
色
に
抗
惚
た
る
久
し
、
L
、
れ
よ
’
p
日
川
宅
の
上
手
比
在
る
前
回
令
室
の
用
品
甘
木
家



に
至
’
p
、
同
じ
く
飽
か

ね
野
色
を
眺
め
て
日
頃
の
俗
紳
を
醤
し
た

b
、
本
日
来
盤
の

主
旨

た
る
揚

梅

採

b
に

上
ら
ん
さ
て
、
同
宅
に
て
一
同
食
事
を
翁
し
、
一
同
浴
衣
が
け
ジ
ヤ
ツ
。
か
け
に
て
終
に

山

に

上
ら
ん
さ
す
る
矢
先
、
紳
戸
よ

b
前

田

令

室

の

知

人

三
名
来
舎
、
同
行
者
盆
々
娠
は

し

く

な

b
、
同
宅
よ

b
五
六
町
を
距
る
山
に
上
、
，
P
揚
梅
採

b
に
従
事
す
、
見
渡
せ
ば
波
静
け
く
白
鴎
眠
る

犯
淡
の
海
は
、
千
百
の
白
帆
を
浮
べ
て
近
く
眼
下
に
泡

b
、
心
憎
き
ま
で
の
涼
風
勢
す

3
ま

じ

く

衣
一
扶
を
椀
っ
て
冷
気
肌
に
迫
る
、
が
如
く
、
新
の
山
海
の
風
景
を
我
物
顔
に
、
頭
上
近
き
揚
梅
の
校

に
上

，p
校

を

捷

め

て

思

ム

3
ま

揚

梅

買

を

飽

食

す

る

蓋

し

古

今

濁

歩

さ

謂

ふ

べ

し
、
腹
は
揚
梅

に
て
満
ち
、
携
へ
来
れ
る
四
五
の
簡
は
梅
寅
を
以
て
堆
し
、最

早

此

上

の

望

は

な

し
、
い
ま
蹄
ら
ん

さ
各
自
十
二
分
の
喜
色
を
面
に
現
は
し
、
嬉
々
さ

し
て

蹄
宅
し
、
余
は
紳
戸
よ

b
同

じ

く

来

ら

れ

し

三
人
の
人
々
さ
共
に
、
正
木
隠
宅
の
方
に
て
馳
走
ー
な
A
Y
、
そ
れ
よ

b
山

口

氏

息

等

さ

共

に

海

水
浴
を
試
む
、
了
っ
て
正
木
氏
方
に
節
、
夕
、
携
へ
来
し
五
種
の
新
紙
を
横
臥
し
℃
関
議
す
、
其
快
さ

替
ふ
る
に
物
な
し
、
加
ふ
る
に
同
行
せ
し
未
来
の
妻
、
た
る
京
子
は
、
始
終
余
の
傍
ら
に
在

b
て

諸

穫

の

注

意

を

奥

へ

、

正

木

氏

宅

の

庭

前

日

蔭

の

庭

に

て

針

座

四

方

山

の

関

話

に

耽

b
、富

ど

談

じ

今

を

語

b
趣
味
津
々
墨
く
る
所
を
知
ら
ず
、
午
後
五
時
頃
に
至

b
余
は
再
び
水
浴
を
試
み
、
小
憩

一
三
九



一
回
O

の
後
七
時

三
十
分
の
列
車
に
て
蹄
紳
せ
ん
芝
し
、
夫
々
用
意
。
ど
翁
す
、
乙
れ
よ

b
先

き

三
人

の

紳

戸

の

人
（前

回
、木
谷
、
中
島
）等
は
己
に
錆
途
に
着
か
れ
ぬ
、
七
時
過
に
至

b
雨
家
に
別
辞
令
｝
述
べ
、
立

出
て
ん
ざ
す
る
に
世
田
h
ノ
、
正
木
氏
よ

b
余
が
一
肺
戸
よ

b
土

産

さ

し

て

ビ

ス

ケ

ッ

ト

一

健

を

謄

b

し
に
酬
い
ん
さ
て
揚
梅
二
箆
を
惑
ま
る
、
其
介
山
口
、
前
田
雨
家
へ
の
進
物
浮
山
な

b
。

ス

テ

ー

ジ

ョ

ン

迄

は

見

送

b
人
多
く
、
数
多
き
揚
梅
の
籍
も
何
の
苦
な
く
列
車
に
積
込
み

し

も
、
入
時
一
脚
戸
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
に
着
せ
し
時
は
、
各
自
夫
々
得
物
あ
る
い中
に
も
、
京
子
さ
余
さ
は
雨

手
に
重
き
寵
を
提
げ
、
流
る
、
汗
を
も
拭
ぴ
敢
へ
ず
、
息
念
し
く
改
札
口
に
辿
L
Y

ホ

ッ

ト

大

息

す

立
ハ
時
の
つ
ら
さ
、
併
し
意
中
の
人
さ
共
に
其
苦
を
同
じ
う
す
、
苦
し
み
も
自
ら
其
撲
を
異
に
せ

b
u

卒
を
傭
ぴ
蹄
宅
せ
し
が
、
余
、
だ
け
は
車
上
に
揚
梅
の
校
さ
箆
入
を
抱
き
し
た
め
、
白
足
袋
に
は

時

な

ら

ぬ

紅

葉

を

散

ら

せ

b
、
女
、
な
ら
ば
見
栄
え
宜
し
か
ら
ゴ
る
も
男
に
は
何
の
乙
さ
な
し
。

山
口
氏
宅
に
て
泳
浴
一
番
、
身
世
爽
か
に
、
京
子
嬢
の
勅
む
る
氷
一
皿
に
満
身
冷
か
な
る
を
魔

え
、
十
時
迄
庭
前
風
通

b
一
尽
き
庭
に
安
居
し
て
、
令
室
令
壌
を
相
手
に
本
日
の
肱
遊
を
語

b
時
の

移
る
を
魔
え
ず
、
比
時
熊
野
紳
祉
砂
持
祭
事
の
屋
塞
娠
し
く
蛾
し
立
て
中
々
の
景
気
な

b
、
午
後

十
時
半
百
二
阜
し
て
鯖
店
す
、
比
時
盤
屋
に
℃
貰
日
し
揚
梅
二
籍
を
受
取
L
Y

館
39
、
一
は
谷
氏
宅
へ



］
は
主
人
へ

e

謄

れ

b
。

八
月
七
日

（日
曜
‘

天
気
晴
）

昨
日
は
非
常
の
一
熟

3
に
て
日
中
は
座
に
港
へ
難
き
程
な

b
し
に
、
本
日
も
亦
劣
ら
ま
る
暑
さ
、
な
か
な
か
堪
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
、
午
後
零
時
頃
よ

b
三
時

ま

て

は

漆

喰

場

近

く

に

腰

掛

け

少

し

く

風

通

b
よ

き

庭

に

て

涼

を

納

る

、

乙

そ

せ

め

て

も

の

r楽

事

な

れ
円

今
朝
午
前
五
時
に
起
き
金
子
智
積
寺
南
兄
さ
共
に
諏
訪
山
温
泉
へ
さ
志
す
、
途
中
柳
田
、
下
回

二
氏
を
誘
ぴ
、
先
づ
朝
陽
漸
〈
輝
か
ん
さ
す
る
頃
十
分
の
快
浴
を
試
み
、
そ
れ
よ

b
田

中

楼

に

上

b
昨
日
よ
ム
ツ
喋
し
置
き
し
運
飯
を
喫
せ
ん
さ
す
二
階
第
一
室
眺
望
最
も
佳
な
る
い
彪
に
五
六
鉢

の
牽
牛
花
を
並
べ
太
陽
は
一
躍
に
赫
々
だ
る
光
輝
を
務
射
す
須
央
に
し
て
配
騰
さ
な
る
、
生
来
一
初

め
て
口
に
上
す
蓮
飯
、
そ
も
如
何
な
る
昧
な
る
や
さ
待
ち
に
待
ち
た
る
乙
さ
な
れ
ば
、
箸
を
下
す

乙
さ
雨
の
如
く
、
副
菜
に
は
鯨
の
味
噌
汁
、
ハ
モ
の
煮
つ
け
、
玉
子
の
フ
ヲ
々
々
等
あ

b
し
も
場朝

食

し

か

も

風

雅

な

る

蓮

飯

の
来
さ
し
て
は
寧
ろ
あ
ら
ず
も
が
な
さ
思
ひ
ね
、
午
前
七
時
頃
締
店
す
。

八
月
二
十
一

日

（
日
濯
、
天
気
晴
）

本
日
は
日
曜
な
れ
、
ど
朝
よ

b
彼

是

れ

商

用

多

々

に

し
て
、
分
け
て
旬
日
の
内
に
迫

b
し

新

宅

の

準

備

に

い

そ

々

々

忙

し
υ

四



四

九
月
四
日

（
日
曜
、

天
気
晴
）

本
日
下
山
手
六
丁
目
の
梁
田
仕
出
し
屋
を
呼
び
寄
せ
、
主

人

並

に

今

度

小

生

新

宅

の

統

ご

し

℃

店

員

一

同

よ

b
如
来
小
紋
一
監
を
一
志
ま
れ
し
に
酬
い
る
た

め
、
折
詰
を
注
丈
し
、
午
後
四
時
迄
に
持
込

hu
べ

き

を

命

ぜ

b
。

九
月
九
日

（
金
曜
、

天
気
晴
）

咋

夜

若

島

の

持

参

せ

し

門

標

は

四

角

皆

落

し

あ

b
し
が

金

子

兄

一

見

し

て

乙

れ

は

門

を

落

す

さ

て

不

吉

な

b
さ
一
五
は
れ
、
依
℃
早
速
大
工
に
命
じ
て
創

b
直
さ
せ
、
姓
名
を
記
せ

b
。

九
月
二
十
二
日

（木
曜
、
天
気
晴
）

今

朝

は

叉

非

常

に

冷

戸戒
を
催
し
、
慌
℃
、
ネ
ル
の
単

・
衣
を
捜
し
出
せ
し
ぞ
笑
止
な
る

U

「
朝
寒
に
濁
座
の
襟
を
正
し
け

b」

十
一
月
十
二
日

（
土
曜
、

天
気
晴
）

午

前

中

店

務

を

了

へ

十

二

時

半

過

よ

b
蹄
宅
す
、
折

b
し

も

尖

は

本

日

図

元

よ

b
来

紳

せ

ら

る

べ

き

親

戚

の

迎

へ

に

さ

て

赴

か

れ

不

在

な

b
き
、
午

後

二

時

頃

今

津

よ

L
Y

今

井

三
蔵
、
西
川
丈
七
並
に
西
川
栄
二
郎
の

三
氏

来

着
、火

は

街

京

都

よ

b

建
部
、
北
村
、
安
永
の

三
氏
着
紳
を
待
っ
さ
て
三
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
留
ま

b
、
二
時
半
過

三
人
着

川
柳
な

3
に

よ
A
Y

締

？P
来
ら

る
。



余
は
尖

に
代

b
て
二
時
五
十
四
分
の
列
車
に
以
上
の

三
氏
を
迎
へ
ん
ご
て
赴
き
し
に
、
普
く

あ

b
て
北
村
五

三
一
郎
兄
の
慌
し
〈
車
を
飛
ば
し
℃
余
を
呼
ぴ
に
来
ら
る
、
に
舎
ふ
、
余
は
異
様

の
田
山
ひ
を
翁
し
っ
、
師
宅
す
れ
ば
、
己
に
京
都
よ
L
Y

の
三
氏
は
紳
戸
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
に
着
し
居

ら
れ
し
な

b
、
一
同
へ
挨
談
了

b
、
種
々
の
準
備
を
佐
川
し
、
八
時
頃
よ

b
室
内
の
整
理
を
翁
し
、
新
婦

を
迎
ふ
る
用
意
す
、
午
後
十
時
過
に
諸
式
事
を
済
ま
せ
た

b
、
此
聞
の
混
雑
名
欣
す
べ
か
ら
ず
。

十
一
月
十
三
日

（
日
曜
、
天
気
晴
）

本
日
は
部
屋
見
舞
の
受
納
並
に
配
謄
に
忙
し
く
、
旅

に
山
口
方
に
て
近
隣
の
知
家
を
招
き
て
怨
貌
の
杯
。
ど
信
州
す
に
よ

b
、
余
其
席
に
列
し
て
淑
鴻
、
水

野
、
南
、
安
藤
、
小
西
、
須
方
等
諸
家
の
主
人
並
に
婦
人
方
に
－
初
釣
面
の
挨
援
を
翁
し
、
午
後
六
時
頃
に

至
る
、
夜
に
入
L
Y

て
は
中
々
の
盛
宴
ご
な

b
、
閥
二
ん
の
親
戚
は
明
午
後
蹄
念
に
上
る
筈
な
れ
ば
蹄

袋
を
整
ふ
る
に
忙
し
く
、
午
後
十
時
前
一
同
就
眠
す
。

明

治

三

十

二

年

日

記

抜

卒

七
月
三
十
一
日

（月
曜
）

忙
し
き
・晦
の
仕
事
を
了
へ
て
午
後
九
時
騎
宅
し
、
食
後
自
適
童

一
四
三



一
四
四

問
の
疲
れ
を
醤
し
、
や
が
て
稀
に
入
ら
ん
ご
す
る
さ
き
、
店
よ

b
一
房
吉
卒
し
て
来

b
、
欧
丈
電
報
愛

信
方
に
什
て
二
時
間
後
に
来
店
あ
れ
さ
一
エ
ム
、
余
は
和
丈
に
て
差
支
な
く
ば
和
丈
に
せ
よ
、
若
し

欧

丈

て

な

く

て

は

叶

は

ず

ば

原

丈

持

参

せ

よ

さ

申

送

b
し
に
、
再
び
来

b
℃

長

文

の

も

の

な

れ

ば

来

店

あ
L
Y

た

し

さ

依

て

卒

し

て

至

b
し
に
金
子
兄
起
草
中
に
て
、
小
松
兄
は
其
用
事
に
て
柊

列

車

に

て

上

阪

中

な

λ
y
、
彼
是
す
る
内
店
は
皆
臥
一
得
し
、
余
は
孜
々
さ
し
て
執
筆
し
、
午
前
一
時
半

回
収
に
至

b
て
十

三
ペ

ー

ジ

七

十

三
音
信
の
も
の
さ
、
二
ペ
ー
ジ
十
二

一音

信

の

も

の

さ

二

活

を

搭

へ
、
打
電
の
後
続
宅
す
れ
ば
午
前
二
時
を
打
つ

G

八
月
七
日

（
月
曜
、

天
気
晴
）

暑
さ
甚
だ
し
く
温
度
昨
日
に
劣
ら
ず
、
金
時
計
の
飾

b
も

の
た
る
ハ
！
ト
形
の
潟
具
入
に
、
小
形
の
宵
像
を
搭
へ
入
れ
ん
も
の
さ
思
ぴ
、
店
員
本
田
兄
が
市

田
宗
異
師
方
に
友
人
あ
る
を
幸
ひ
に
、
余
の
潟
異
を
託
し
て
依
頼
せ
し
が
、
自
ら
己
れ
の
宵
像
を

地
内
ふ
る
も
妙
な
ら
ず
、
依
て
父
の
・
宵
像
を

小

形

に
複
潟
せ

し

め

成

入

せ

ん

さ

す
。

八
月
二
十
三
日

（
水
耀
、

天
気
晴
）

午

前

三
時
宇
頃
に
不
園
眼
を
覚
ま
し
た
る
に
、
隣

b

の
猫

二
疋

・来

b
て
蒲
囲
の
上
に
這
以
上
る
乙
芝
一
一
丹
に
あ
ら
ず
、
サ
ン
ザ
ン
手
痛
〈
懲
ら
し
造

，P
居
る
内
、
目

3
え
て
再
び
眠
る
能
は
ず
、
や
、
が
て
叉
新
日
報
を
配
達
j
u

来
L
Y

し
k
i

b
、
青
壁
〕



穂
の

下

に
議
了
し
、
彼
是
す
る

内
午
前

五
時
さ

な
る
、
依
て

掃
を

出
て
、
留

し
縁
側

に
横
は

’P
〈
議

賓
の
黒
百
合
を
初
段
だ
け
読
み
、
急
に
諏
訪
山
の
温
泉
へ
行
き
た
〈
な

b
、
タ
オ
ル
を
手
に
し
〈

出
づ
、
田
園
路
の
み
を
取

b
し
に
早
朝
の
風
物
目
に
喜
ば
し
く
、
兼
て
の
素
志
来
し
兼
ね
居

b
し

に
、
今
朝
－
初
め
て
の
決
行
に
自
ら
気
も
引
立
つ
、
至
れ
ば
増
田
、
古
川
の
二
氏
も
巳
に
浴
し
っ
、
ぁ

b
、
冷
浴

二
回

温

浴

二
固

に
し
て
出
づ
、
踊
る

3
日

は

漸

く

東

天

に
上

b
、
燦
燭
た
る
光
輝
身
は
仙

境

に

在
る
、
が
如
し
、
（
萱
国
を
投
じ
て
湯
札

三
十
薬
を
求
む
）、蹄

b
し
時
は
六
時
、
そ
れ
よ

b
朝

日

議

寅
二

紙

を

議

み
、
食
後
車
し
て
店

に
出
づ
、

十
月
一
日

（日

曜
）

本

日

は

小

部

村

の

茸

山

に
赴

く

筈

な

る

に

よ

b
、
午
前
入
時
店
に
出

て
し

に
、己

に

一
行
は
出
立
後
な

b
き
、
依
て
卒
し
て
一
同
の
待
合
せ
所

な

る

天

王

谷

抵

図

祉

の

茶

店

ま

で

至

b
し
も
在
ら
ず
、
己
む
な
く
そ
れ
よ

b
亭
を
捨
て
、
歩
む
、
路

に

て

草

桂

一

足

を

求

め
勇

を

鼓

し
て
ド
ジ

々
々
、
進
み
、
十
町
徐
も
至

b
し

庭

の

一

茶

店

に

て
追
附
け

b
、
比
庭

に

て
休

恕
の
上
一
同
進
行
す
、
主
母
夫
人
等
女
連
三
四
教
ょ

b
卒

し

て

来

合

せ

ら

る

、

筈

な

る

も

見

え

ず
、
余
等
は
大
に
進
ん
で
西
小
部
村
を
距
る
十
四
五
町
な
る
坂
道
の
絶
頂
な
る
地
蔵
奪
の
石
用
一

に
鋸

し
て

待

つ
、
此
庭

に
て

線
ロ
目
、
揃
っ
て
進
む
、
西
小
部
の
森
本

某

方

に

落

合

ぴ
茸
山
に
登
る
、
茸

一
四
五



一
四
大

狩
の
批
遊
を
試
み
て
の
後
、
席
。
ど
設
け
℃
各
自
任
意
の
娯
楽
を
撞
に
す
、
松
茸
の
盤
焼
叉
は
焼
立

て
、
菱
沼
、
日
本
酒
を
酌
み
、
一
時
は
非
常
の
大
騒
ぎ
を
演
じ
、
最
後
に
出
来
損
ひ
の
松
茸
飯
を
己
む

な
く
一

二
椀
食
し
了

b
、
十
分
の
快
を
蓋
し
午
後

三
時
過
山
を
下

b
、
再
び
森
本
に
て
憩
ぴ
、
各
自

散
じ
て
は
合
し
、
合
し
て
は
散

b
、
勇
ま
し
く
歌
ぴ
喧
し
く
談
じ
、
余
は
石
田
、
三
輪
、
高
橋
の

三
人
芝

並
ハ
に
、
先
着
さ
し
て
店
に
は
赴
か
で
直
に
蹄
宅
す
。

十
月
二
十
九
日

（日
曜
）

午
後
宇
佐
美
を
訪
ふ
、
一
昨
日
見
し
恋
翁
の
山
水
は
月
仙
、
芦
雪

二
幅
を
返
却
し
て

買
取
る
乙
芝

、
せ

b
。

十
一
月
十
一
日

（土
曜
、

本

日

は

主

家

新

婚

結

納

披

露

式

あ

b
、
朝
よ

b
賑
ム
。

天
然
雨
）

朝
曇
る
、
八
時
過
ょ
，
p
雨
さ
な

b
終
日
止
ま
ず
。

十
一
月
十
二
日

（日開催、

天
気
晴
）

午

前

は

愈

々

高

砂

松

本

家

へ

結

納

品

持

込

む

翁

め

余

は

召

3
れ
て
奥
に
至

b
、
目
銭
外
二

三
黙

の

執

筆

を

篤

す
。

午
後
六
時
前
に
信
仰
宅
す
、
恰
も
本
日
は
余
の
新
婚
の
一
周
年
に
相
蛍
す
る
を
以
て
、
前
田
氏
二

方
、
山
口
祖
母
、
雨
親
並
に
大
慈
兄
等
を
招
き
て
、
胸
か
祝
宴
を
催

3
ん
筈
・
な

b
、
膳
部
出
来
し
も
前

田
氏
の
来
訪
還
さ

に
よ

b
午
後
八
時
、過

よ

b
始
ま
る
、
他
人
入
ら
ず
の
内
輪
同
会
山
相
舎
し
て
祝



杯
を
傾
〈
、快

之

に
勝
る
は
な
し
、
子
供
等
に

も
相
懸

の
馳
走

を
翁
せ
p
p。

十

二

月

十

日

（日

曜、

天

気
晴
）

正

午
過
宇
佐
美
を
訪
ぴ
し
に
、
仙
嶺
（脳
出
拳
の
前
書
）の
虎

一
軸
、
細
長
き
毒
紙

に

前

足

さ

首

を

大

き

〈

書

き
、
尾
の
端
を
上

に
一

寸

見

せ

し

頗

る

面

白

き

意

匠

に

て
意

に

潟

ち

し

に

よ

b
求

U
、
関
な
る
ま
、
久
々
に
て
京

K
琴
を
持
ぜ
し
め
一
紳
笑
始
め
、
千

烏
の
曲
、
夏
の
曲
、
高
歳

な

ど
を
服
部
く
。

十
二
月
十
一

日

（月
曜
、

天
気
曇
）

践

起

雨

務

を

聴

く

店

へ

出

る

さ

き

少

し

く

雨

降

る

• 

幌

を

蔽

ム
程

も

あ

ら

ず

。

本
日
の
日
本
新
聞
祉
読
に
「
年

少

喫

煙

の
害
」
ご
題
す
る

一
篇

あ

b
、
殊
に
衆
議
院

へ
も
同
法
案

提

出

せ

ら

る

べ

き

由

な

る

に

付

、

芳

太

郎

を

呼

び

付

け

之

を

議

ま

し

め

街

其

論

丈

を

切

b
放
さ

て

机

前

に

貼

什

せ

し

む

。

＋
二
月
十
三
日

（水
峰
、

天

気

晴
）

朝

店

に

至

b
、
机
上
に
堆
き
各

地

よ

b
の
来
翰
を
一

々
貼
検
し
、
夫
々
返
信
し
て
後
新
紙
を
読
む
と
さ
例
の
如
く
、
や
、
が
℃
正
午
芝
な

b
、
食
事
例
刻
に

遅
る
、
、
乙
芝
一
時
間
飴
。

乙
れ
よ

b
先

き

宇

佐

美

氏

系

b
て

二
三
口
阿

見

せ

た

き

も

の

あ

b
y」
告
ぐ
、
床
友
よ

b
信
仰

b
て

一
四
七



一
回
入

食

事

の

後

同

人

方

に

至
る
、
呑
舟

の
雨
中
山
水
、
竹
堂
の
虎
、丈
麟
の
松
、
議

庄

の
山
水
、
丈
晃
の
富
士

等

あ

れ
ど
、
呑
舟
の
雨
中
山
水
尤
さ
和
併
せ

ら

る
。

十
二
月
十
四
日

（木
曜
、

天

気
晴
）

鏡

花

の

湯

島

詣

な

る

新

小

説

は

中

々

の

傑

作

さ

云

ム

乙

さ

を

智

兄

に

聞

い

た

ゆ
ゑ
、
今
朝
小
供
を
日
東
舘
に
遣
っ
て
買
は
せ
た
。

朝
は
手
紙
も
来
ず
用
事
、
が
無
い
の
で
、
十
一
時
前
迄
新
聞
を
議
み
、
七
十
番
へ
出
掛
け
た
、
乙
れ

は

樟

脳

代

の

残

金

を

受

取

る

た

め

じ

ゃ

。

夕

方

ま

で

湯

島

詣

を

閲

読

し
た
、
今

夜

は

地

方

の

仕

切

五

六

日

せ

ね

ば

な

ら

ね

の

が

あ

る

、が

斤
目
の
分
ら
ね
の
で
一
寸
手
暇
で
あ
る
、
依
て
七
時
前
か
ら
湯
島
詣
を
引
積
き
譲
ん
だ
、
錦
宅
し

． 

て

朝

日

新

聞

を

議

み
、
そ
れ
か
ら
年
賀
駅
周
の
葉
書

の

表

書

丈

け

五

六

十

枚

書

い
た
、
何
時
も
十

時

に

風

呂

に
行

く

の

で

あ
る
、
が
、
折
病
風
出
て

一援

も

降

っ

て

来

た

の

で

止

め

た
U

， 

明

治

三

十

三

年

日

記

抜

率

－
月
二
十
八
日

（口
μ
開
地）

差
掛
LY

し
用
事
も
な
〈
、
午

前
中
は
新
聞

を
乱
請
す
、
今
夕
は
闇



汁
舎
の
催
し
あ

b
さ
の
こ
さ
て
、
各
自
岡
山
ぴ
々
々
の
買
物
を
潟
す
乙
さ
ト
な

b
、
一
人
前
十
銭
宛

を
充
て
、
が
は
れ
た
、
余
は
午
後
よ

b
床

友

に

至

b
て
散
髪
し
、
そ
れ
よ

b
鋪

宅

の

上

魚

信

を

間

合

し
て
、
鯛
の
頭
の
見
事
な
る
を
求
め

3
せ
た
、
三
時

限

b
y」
一
五
ふ
の
で
、
そ
れ
を
店
へ
持
参
し
て
主

母
夫
人
へ
差
出
し
、
午
後
五
時
頃
に
闇
汁
舎
が
出
来
上
る
、
何
様
未
聞
の
珍
舎
に
て
、
其
味
な
か
な

か
捨
て
た
も
の
に
あ
ら
ず
、
三
椀

を

傾

け

た

b
、
今
夜
は
余
の
誕
生
日
に
静
岡
る
の
で
、
一
同
へ
馳
走

． 

を

し

た
。

二
月
七
日

（水

濯

相
幾
ら
ず
春
寒
科
附
、
庭
前
の
水
鉢
氷
結
し
て
用
を
匁
さ
ず
、
側
の
鍛

棒
、
を
も
℃
打
砕
き
、
漸
く
に
し
℃
便
ず
る
に
至
る
、
正
午
過
床
友
に
至

b
て
散
髪
し
、
信
州
来
店
用
に

忙
し
く
、
四
時
前
西
岡
宅
に
至

b
、
昨
日
の
返
耀
ご
し
て
味
附
海
苔
一
綾
子
｝
贈
れ

b
。

宇
佐
美
を
訪
ぴ
し
に
、
昨
日
京
よ

b
真
入
れ
来
、
，
p
し
も
の
、
中
に
て
、
月
仙
の
蘭
亭
曲
水
、
丈
麟

の
夏
夜
（芦

に

鐙
）あ

b
し
も
、何

れ

も

己

に

他

へ

責

却

せ

し

由

な

b
u

清

人

の

衣

装

入

れ

に

て

幸一
日
書
の
幅
を
入
る
、
に
最
適
山
中
国
な
る
皮
の
カ
バ
ン
あ

hJ
、
錠
前
二
吋
ノ

を

揃

へ

し

め

て

求

む

る

こ

芝

、

せ

b
u

午

後

六

時

前

に

宅

よ

b
電
話
に
て
、
今
午
後
一
脚
戸
署
の
怒
夜
一
四
五
名
来
宅
、
盗
賊
忍
入

b
て
衣

一
四
九



一
五
O

類
十
二
三
軌
を
務
取
せ
ら
れ
し
こ
で
」
な
き
ゃ
さ
問
は
れ
、
一
向
費
え
な
き
乙
さ
故

3
る
乙
ミ
な

し

さ

答

へ

し

も

強

て

の

尋

ね

に

念

の

免

め

に

さ

て

突

蛍

b
の
男
タ
ン
ス
を
検
べ
し
に
、
三
四
の

引
出
二
本
共
｛
去
さ
な

b
居
，
夕
、
だ

b
、鈴

b
の
乙
さ

に

篤

き

し
が
、
其
物
日
間
は
紳
戸
署
に
一
騎
も
不

足
せ
ず
保
存
し
あ
れ
ば
、
直

に
受

取

に

来

れ

さ

の

こ

さ

に

て
、
余

に
午
後
一

二
度

電

話

掛

け

し

も

不
在
の
た
め
、
山
口
尖
に
代

b
て
出
頭
し
て
貰
ひ
、
芸
な
く
其
品
は
受
取
来

b
し
由
、
締
宅
の
上
聞

け
ば
、
其
賊
は
道
側
に
在
る
山
口
の
周
よ

b
忍
入

b
し
も
の
に
て
、
京
、
が
昨
日
午
後
大
慈
宅
へ
頼

母

子

に

行

き

し

不

在

中

を

窺

ぴ

入

b
込
み
右
の
衣
物
を
奪
ぴ
、
途
中
に
て
風
燈
の
怪
し
き
ょ

b

其
筋
へ
逮
捕
さ
れ
、
終
に
自
首
せ
し
も
の
な

b
さ
一
五
ム
惹
な
く
物
品
は
五
日
手
に
戻

b
幸

な

b
し

が
、
畢
克
京
、
が
宅
を
空
け
て
省
み
ま

b
し
が
一

．主
因
な
れ
ば
、
痛
く
将
来
を
戒
め
、
街
留
守
番
さ
し

て

兵

庫

に
在
る

一
人
の
老
婆
（乙

は

山

口

母

堂

の

幼

少

の

時

に

愛

せ

ら

れ

其

後

年

に

四

五

度

も

山

口

方

へ

来

b
、
京
を

五日

孫

女

の

や

う

に
愛

す

る

人
）に

至

急

来

て
貰

ム

乙
さ

に
定
め
、
向
一
脚
戸

署

の

特

務

へ

は

其

名

前

分

b
次
第
相
府
間
の

謝

践

す
ぺ
き
答
、
一
時
盗
ま
れ
し
は
〆
十

三
黙

に

て
、
概

算
百
四
五
十
園
の
も
の
。

＝
一
同
月
占
ハ
ロ
M

（

ρ入
防
位
、

天
気
晴
）

昨
夜
不
在
中
大
阪
の
小
間
物
屋
来

b
、
兼
て
註
文
せ
し
品



々
持
参
せ
，
p
、
今
朝
再

び
訪
以

来

b
し
に
よ

b
、註
丈
ロ
仰
の
外

に
、青

o
ク
カ
ン
ご
云

ふ
緒
〆
十
八

金
鈴
附
の
小
形
古
時
計
一
個
さ
、
外
二

三
口
聞
を
求
め
、
街
余
の
指
環
仕
直
し
、
茸
入
金
物
環
座
調
製

を

依

頼

し

た

b
。

三
月
七
日

（水
曜
、

天
気
晴
）

朝

店

に

て
金
子
兄
ょ
，
夕
、
本
夜
大
阪
岸
松
館
・に

て

開

か

る

べ

き

ラ

ス

ベ

商

舎

の

宴

席

へ

主

人

の

代

ざ

し

て

列

す

べ

き

旨

話

さ

れ

し

も

、

右

は

催

主

の

意

に

停
L
Y
、
殊
に
他
人
の
代
さ
し
て
酒
席

に

列

す

る

は

余

が

常

に
屑
さ
せ
ゴ
る
所
、
断
然
其
意
を
謝
せ

し
に
、
石
田
氏
代
っ
て
列
す
る
乙
芝

、、
な
れ

b
。

午

後

一

寸

宇

佐

美

へ

至

b
し
、
が
、
何
も
見
る
も
の
な
く
て
勿
々
，蹄

れ

b
。

蹄

宅

す

れ

ば

東

京

番

報

社

よ

b
、

註

丈

の

臨

時

増

刈

美

術

童

報

一

冊

送

付

し

来

れ

b
、
食
後
火

を
園
み
て
京
さ
共
に
之
を
縮
き
、
そ
れ
よ

b
一
尽
に
御
闘
の
春
、
千
鳥
の
二
曲
を
弾
ぜ
し

U
。

六
月
九
日

（土
曜
、
天
気
晴
）

午

前

金

子

兄

の

依

頼

に

よ

b
、
大
阪
紳
戸
に
於
け
る
再
製

場

の

取

調

書

十

数

莱

を

認

め

た

b
。

午
後
同
上
、
日
東
舘
よ

b
ほ

ご

、

ぎ

す

一

冊

を

持

参

せ

b
、
悶
を
見
て
精
読
す
、
就
中
寒
川
鼠
骨

の
新
囚
人
さ
題
す
る
賞
見
談
は
、
一
入
の
趣
味
あ

b
て

面

白

く

譲

ま

れ

た

b
、
俳
句
狸
妻
小
指
を

五



五

求

hu
。

午

後

五

時

よ

b
宇
佐
美
を
訪
ふ
、
江
波

戸

氏

あ

b
て
雑
M

話

し
、
六
時
過
店
に
蹄
る
、
入
時
錆
宅
す

途

次

宇

佐

美

を

訪

う

て
金
石
さ
小
華
の
二
冊
、
惟
朱
軸
筆
一
枝
子
－
－
求
め
た
’
p
。

六
月
十
四
日

（木
曜
）

今

朝

宇

佐

美

へ
茶
卓

二

穫

を

持

参

し

車

夫

に

昨

日

求

め

し

箱

入

の

茶

卓

を

持

た

せ

蹄

ら

し

め

た

b
。

午

前

中

は

仕

切

護

送

に

忙

し

く

、午

後

二
時

頃

ま

で

に

六

種

の

新

聞

紙

を

閲

す

る

例

の

如

く

探
て

牽

湾

よ

b
一
向
平
某
氏

婦一
脚
し
、
其
使
に
大
山
科
技
に
在
る
小
松
・秀

吉

よ

b
余
に
さ
て
、
竹
の
パ

イ

ブ

一

本

殿

b
央

れ

た

b
、
優
し
き
志
は
千
古
内

に
受
け
、
夕
方
直
に
蔵
書

を
裁
し
、
金
五
園
を
封
入

し
て

書

留
に
て
出
欣
す
、
夕
方
宇
佐
美
に
至
る
、
蹄
宅
す
れ
ば
尖
大
阪
よ

b
書
を
寄
せ
、
伯
母
み
な

子

無

芸

岸

本

家

へ

勤

め

る

乙

さ

、

な

b
、

同

家

に

て

は

普

通

の

奉

会

人

芝

其

撰

を

異

γ
し
、
内
室

の

代

理

を

匁

3
し

hu
さ

の

手

厚

き

言

葉

あ

b
た

b
芝

云

ふ
。

外

に

大

阪

な

る

幸

吉

ょ、，
p
・
来
欣
、
安
達
兄
の
跡

、
を
迫

ひ
渡

蓋

し

だ

し

さ

云

以

来

れ

b
、
依
て
其

不
心
得
を
諭
し
た
る
・
同
信

k
翁
し
、
火
へ
は
返
書
を
謄

b
、
伯
母
へ
も
出
欣
し
た

b
。

今
夜

いいて

風
菜
の
態
幕
！な
が
し
ゅ
ピ
議
み

了
る
。



六
月
十
七
日

ヘ日
曜
、
天

気
晴
）

本
日
は
店
を
休
む
、車
夫
を
使
し
て
其
旨

ケ
二
週
、
じ
、
蹄
途

宇
佐
美
，へ
立
寄
ら
し
め
、
昨
日
約
定
せ
し
松
の
一
鉢
さ
外

コ
結
を
受
取

b
来
ら
し
め
た

b
o

朝
日
新
聞
紙
を
議
み
、
そ
れ
よ

b
湯

島

入

浴

中

な

る

山

口

岳

尖

の

詳

へ

丈

通

し

た

b
、
次
て
昨

夜

の

来

世一日

に
答
へ
、
尖
の
詐
へ
丈
過
す

υ

本

日

は

京

の

誕

生

日

に
て
、別

か

心

祝

ひ

ざ

し

℃

家

内

一

統

へ

舎

席

を

馳

走

す

。

丈

之

介

午

後

二

時

半

頃

突

然

来

訪

す

種

々

雑

誌

の

末

六

時

半

頃

踊

れ

b
。

折

柄

尖

よ

b
来
書
、
丈
之
介
入
寓
の
件
芝
、
ゆ

か

子

縁

談

の

件

芝

、主

な

る

用

事

な

る
を
以
て
、
夏

に

一

湿

の

返

書

を

裁

し

た

b
u

七
月
二
十
三
日

（月
曜
、
天
気
曇）

今
朝
長
起
、
古
川
氏
よ

b
使

来

b
、
昨
夜
見
せ
し
異
美

大

観

二

冊

借

用

に

来

る
、
依
て
直

に

渡

し

た

b
。

朝
よ

’り
蒸
暑
く
、
店
へ
出
て
し
、
が
午
前
非
常
に
忙
し
、

午

後

五

時

過

に

至

b
て

小

閑

を
得
、
宇
佐
美
来

b
表

装

の

出

来

上

b
し
を
告
ャ
、
依
て
直

に

訪

問

し
て

五

幅

芝

も

見

し

に
、
中
々
見
事
に
仕
上

b
た

b
u

金

子

兄

に

塞

湾

夏

帽

子

一
つ

を

申

受

け
、蹄

宅

の

途

次

宇

佐

美

へ

立

寄

b
、
表
装
分
さ
介
に
大

五



一
五
回

徳
寺
納
豆
少
詐
を
贈
ら
れ
、
持
参
し
蹄
る
。

尖
の
一
行
未
、
だ
来

一紳
な
し
多
分
妹
は
ま
子
未
だ
故
郷
一
歩
も
離
れ
し
と
さ
な
き
ゆ
ゑ
、
大
津

京

都

等

見

物

せ

し

む

る

篤

め
r

延

引

せ

し

な

ら

ん
U

古

川

よ

b
大

観

二

冊

持

参

し

た

b
、
丈
五
郎
よ

b
来
炊
、
芳
太
郎
着
阪
の
模
様
通
知
し
来
る
、
北

村

兄

よ

b
潟
異
の
耀
欣
来
る
、
依
て
丈
五
郎
さ
北
村
へ
出
朕
す
。

八
月
十
五
日

（水
曜
）

昨
今
山
手
の
湯
屋
は
、
浴
客
目
切
減
少
せ
し
た
め
午
前
中
は
休
業

す
、
依
て
余
は
止

U
な
く
、
今
朝
よ
L
Y

諏
訪
山
の
温
泉
へ
行
く
乙
芝
、
す
。

四
時
四
十
分
過
自
費
め
、
雨
戸
を
明
け
勿
皇
さ
し
て
誠
訪
山
へ
さ
志
す
、
昨
夜
よ

b
今

朝

へ

掛

け

奮

二

十

一

日

の

大

師

詣

b
に
て
、
再
度
山
へ
よ
る
乏
若
男
女
腫
を
接
す
る
販
は
し

3
0

本
日
暑
気
甚
し
く
、
昨
日
よ

b
引

績

き

て

の

炎

熱

に

て

九

十

三
四
皮
に
上
る
、
夕
方
宇
佐
美
を

久
々
に
て
訪
問
し
、
黒
柿
蓮
根
形
の
如
意
一
本
を
求
め
た

b
。

八

月

二

十

六

日

（日
曜
）

本
日
は
丈
五
一
郎
の
来
紳
を
待
合
せ
、
京
を
携
へ
て
舞
子
演
に
遊

ぷ
企
て
あ
’
p
o

朝
来
雨
至
L
P

大
に
気

に
掛

b
し
に
、
幸
以
に
し

て
晴
れ
、
午
前
九
時
十
二
分
の
列
・
車

に

て
出
立



す
、
亀
戸
庄

に
投
じ
、
休
憩
の
上
海
水
に
浴
し
、
日
頃
の
欝
を
散
ず
る
を
得
た
L
Y
、
此
日
風
あ

b
－
波
高
し

3
れ
ど
見
、
港
ふ
計

b
の
晴
天
な
れ
、
ば
、
淡
路
島
指
呼
の
聞
に
在

b
、
呼
べ
ば
臆
へ
ん
さ
す
、
二
回
の

海

水

浴

を

取

b
湯
を
浴
み
、
高
楼
涼
風
の
驚
く
べ
き
勢
に
て
吹
き
来
る
慮
、
横
臥
し
て
関
談
に
耽

る
、
快
感
↓
回
ふ
る
に
物
な
し
、
舞
子
焼
四
五
黙
を
求
め
て
家
召
さ
し
午
後
八
時
十
二
分
の
列
車
に
て

信
州
紳
す
、
乗
客
非
常
に
多
く
、
一
二

三
等

さ

も

漏

員

立

錐

の

地

な

く

己

U
を

得

ず

一

等

列

車

の

入

口
に
立
ち
紳
戸
に
至
る
、
丈
五
郎
は
十
時
七
分
に
て
信
仰
阪
せ

b
。

九
月
二
日

（日

曜

、

天

気

晴
）

本

日

は

店

員

十

徐

大

拳

し

て

舞

子

演

へ

一
遊
す
べ
き
筈

に
て
、
七
時
店
に
参
集
す
る
手
順
な
れ
ば
、
夙
に
起
き
七
時
前
に
至

b
し
に
と
は
如
何
に
、
店
員
綾

々
構
へ
、
八
時

三
十

分

の

列

車

な

b
さ
云
ふ
、
仕
方
な
く
休
憩
の
上
小
僧

三
人
を
先
設
さ
し
て
、
意

し
、
余
は
柳
田
、
三
輪
、
弘
内
、
高
橋
、
高
恒
の
五
人
芝
共
に
出
立
ち
列
車
内
に
入

b
し
に
、
愛
車
前
に
至

h
J
、
京
も

三
弟

を

位

し

て

余

の

許

し

に

よ

b
、
汐
屋
の
正
木
方
へ
行
か
ん
さ
て
来
る
を
見
る

u

鍾

屋

に

入

b
て
海
水
浴
、
乗
馬
、
玉
突
、
大
弓
等
の
遊
び
を
翁
し
、
近
来
の
快
を
蓋
し
七
時
十
五
分

の
列
車
に
て
信
仰
紳
す
。

一
脚
戸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
下

b
て

始

め

て

京

等

の

一

同

も

同

じ

列

車

に

て

蹄

b
し
を
見
る
、
上

一
五
五



一
五
六

野

氏

の

二
人

も

須

磨

へ
赴
か

れ、
同

じ

列

車

に

く

婦

ら
れ

し

な

b
。

十
二
月
十
四
日

（金
耀
、
天
気
晴
）

今

朝

尖

図

元

よ

b
小

包

二

個

の

着

報

を

寄

せ

ら

る

策

て

大

阪

に

て

求

め

し

巴

里

大

博

覧

舎

潟

異

書

本

十

冊

は

、

主

人

へ

歳

暮

祝

儀

さ

し

て

進

上

の
積

b
な

b
し

に、
此

皮

は

一

切

謄

酬

駿

止

の

こ

芝

、

な

b
し

に

よ

b
、
今
朝
店
へ
持
参
し
て
唯

進
上
の
慢
に
す
べ
き
筈
、
朝
の
内
は
関
、
午
後
同
上
、
夕
方
海
龍
亭
に
て
晩
餐
を
翁
し
、
そ
れ
よ

b
宇

佐

美

へ

至

b
し
に
、
一踊
毒
草
は
鉢
植
出
来
居
れ
’
夕
、
夜
七
時
節
途
に
着
〈
、
一
踊
毒
草
を
持
踊
れ

b
、蹄

宅

す

れ

ば

岸

本

よ

b
、
余
の
請
求
事
件
な
る
一
高
五
千
園
、
だ
け
定
期
預
、
二
銭
五
厘
日
歩
の
口
は

承
諾
の
同
日
申
来
れ

b
、

依

て

直

に

一

雨

日

中

に

参

上

す

べ

き

旨

返

答

し

た
L
Y

芳

太

郎

明

十

五

日

ょ，
P
試
放
に
て
今
夜
も
簿
記
の
問
合
せ
に
来
訪
す
、
山
口
母
堂
も
来
訪
せ
ら
る
、
京
未
だ
騎
ら
ず

午

後

十

一

時

前

門

前

車

務

轟

々

た

る

あ

b
、
深
夜
誰
人
の
訪
づ
る
、
乙
さ
か
芝
思
ひ
し
に
、
京
、
京

よ

b
信
仰
る
、
彼
是
雑
誌
し
十

二
時

過

に

至

る

。



明

治

三

十

四

年

日

記

抜

卒

二
月
七
日

（木
濯
）

朝

店

に

至
L
Y

て
牽
北
へ
金
の
電
送
を
錯
し
後
は
問
、
金
子
兄
本
夜
を

以

て

婚

儀

の

典

を

緊

じ

。

二
月
八
日

（金

曜

、

天

気

晴
）

朝
方
晴
天
な
れ
ど
も
寒
気
強
く
、
午
後
二
時
頃
雪
降
る
、
暫

く
に
し
て
止
み
、
夜
に
入

b
て
は
星
斗
飢
部
、
明
日
の

－晴

天

疑

ひ

な

し

さ

思

は

る

。

午
前
例
の
如
く
閑
散
、
主
人
東
京
よ

b
蹄

店

す

十

一

時

宇

蓋

し

西

田

氏

危

篤

の

篤

め

呼

戻

せ

し
な
’
夕
、
午
後
宇
佐
美
を
訪
ふ
、
来
客
六
久
々
至

b
て
談
話
要
を
得
ず
、
勿
皇
芝
し
て
辞
し
去

b
、
床
友

に
至

b
て
剃
長
丹
、
信
仰
店
後
経
済
雑
誌
を
議

U
、
本
夜
は
自
由
亭
に
て
金
子
氏
の
新
婚
披
露
あ

b
十

五

六

人

招

待

せ

ら

る

＼

筈

な

L
Y
、
午
後
六
時
過
よ

b
店
を
出
て
、
金
子
兄
の
新
宅
を
叩
き
て
新
婦

に
針
面
し
、
そ
れ
よ

b
自
由
亭
に
至
る
、
八
時
散
舎
す
。

二
月
十
四
日

（木

耀
）

今

朝

十

時

出

帆

の

佐

渡

九

に

℃

岩

蔵

氏

香

港

へ

行

か

る

L

に
什

臓

の

手

巾

一

ダ

l
ス
を
伎
別
芝
し
て
贈
る
、
丁
度
店
に
至

b
し

ご

き

は

出

畿

の

間

際

な

b
し
を

一
五
七



一
五
入

以
て
、
同
人
等
芝
共
に
舎
祉
待
合
所
に
至
夕
、
休
憩
の
上
、
ホ

l
卜
に
て
佐
渡
九
に
達
し
、
十
時
前
分

れ
て
蹄
店
す
、
午
前
閑
．
午
後
よ

b
元

町

子

供

屋

に

至
L
Y

て
金
巾
紺
足
袋
五
足
を
求
め
、
外
に
雨
戸
、

’P
下
駄
一
足
を
購
ぴ
、
其
時
ま
で
穿
ち
し
下
駄
を
墓
替
へ
せ
し
め
た

b
、
そ
れ
よ

b
蹄
宅
、
丈
之
介

よ
λ
y

来
妹
、
学
助
さ
一
エ
ム
者
。
ど
本
日
午
後
立
寄
ら
し
h
u
o

へ
し
云
々
、
夕
方
に
至

b
て
刀
九
古
小
紋
、
明
日

に
延
期
し
た

b
芝
、
尖
よ

b
来
状
、
来
十
六
日
夕
大
阪
に
入

b
、
十
七
百
四
回
の
舎
葬
を
了
へ
、
同
夜

は
一
泊
、
十
八
日
来
紳
の
答
、
丈
之
介
へ
返
信
の
序
に
此
事
を
通
知
し
た

b
、
六
時
前
店
に
至

b
七

時
去
る
、
蹄
途
宇
佐
美
を
訪
ひ
し
も
来
客
多
く
し
て
要
を
得
ず
、
婦
宅
す
。

三
月
九
日

（
土
擢
）

本

日

は

須

磨

多

井

の

畑

の

八

幡

祉

厄

除

祭

日

に

蛍

λ
y
、
恰
も
余
は
蛍

年
廿
入
才
に
て
厄
年
の
由
、
山
口
岳
尖
外
二

三
人

同

行

の

連

中

あ

L
Y
、
未
見
の
土
地
に
て
遠
足
の

た
め
面
白
か
る
べ
し
ず
」
思
ひ
同
行
を
約
し
、
京
を
挫
し
て
午
前
九
時
過
出
足
す
、
金
子
兄
へ
は
此

旨
手
紙
に
て
答
へ
置
き
た
夕
、
参
詩
人
山
を
成
し
、
汽
車
の
混
雑
一
方
な
ら
ず
、
須
磨
ス
テ
ー
ジ
ヨ

ン
よ

b
徒
歩
に
て
赴
く
、
途
中
坂
道
な
れ
ば
暑

3
甚
し
、
童
飯
は
怪
し
気
な
る
茶
店
に
て
認
む
、
鏑

途
須
磨
寺
へ
久
々
に
て
詣

b
、
須
磨
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
へ
出
て
し
は
二
時
頃
な

b
き
、
直
に
お
は
車
し

錫
州
申

T
ニ
伴
吋
品
目
な

7
9
、ル
m
－
息
の
上
山
日
中
刀
へ
至
’
p
、議開

み
脇
ブ
し
の
和
別
紙
。ピ

同九、タ版以
E
7
1

へ
て
室
内
の



装
置
を
建
一
見
す
。

三
月
二
十
五
日

（月
曜
）

今
朝
店
に
至
る
、
昨
日
蹄
省
の
筈
な

b
し
金
子
氏
．
汽
船
出
帆
延

引
し
本
日
午
後
四
時
さ
な
る
、
た
め
に
午
前
よ

b
何
か
さ
ど
て
ご
℃
し
、
午
後
な
ど
は
主
母
夫
人

の
命
に
て
、
金
子
氏
が
締
図
土
産
物
の
手
傍
な
ど
し
つ

三
時
頃
に
至
る
、
長
谷
川
へ
電
話
に
て
裏

地
一
反
を
註
丈
し
、
取
寄
せ
て
金
子
兄
に
贈
る
、
四
時
金
子
兄
の
蹄
省
を
本
般
ま
で
見
送
・，
夕
、
蹄
店

の

上

宅

へ

踊

る
。

午
後
六
時
過
店
へ
出
て
入
時
前
蹄
宅
す
、
途
次
宇
佐
美
へ
寄

b
て
閑
話
す
。

四
月
三
日

（水
曜
）

午
前
六
時
起
き
出
づ
、
曇

天

な

b
し
た
め
心
安
か
ら
で
、
入
時
の
列
車

に
て
設
足
、
未
到
の
地
和
歌
の
浦
へ
向
ム
、
梅
田
着
、
丈
五
一
郎
来
合
せ
居
ら
ま
る
や
を
見
定
め
、
卒
し

て
難
波
に
向
ぴ
、
同
線
十
時
の
列
車
に
て
和
歌
山
着
十
二
時
字
、
そ
れ
よ

b
亭

し

て

富

士

屋

に
至

、，p
宝
且
食
を

命
じ
、
了
っ
て
卒
、
を

一底

ひ
、
組

三
井
寺
、
和
歌
の
浦
π
公

園

等

の

勝

地

を

巡

視

し

夕

方

踊

る

泳

浴

後

夕

飯

を

済

ま

し

散

歩

の

鋳

め

市

中

を

歩

く

、
3
し
て
見
る
も
の
も
な
け
れ
ば
、
勧
工
場
に

入

b
て

和

歌

名

勝

潟

異

十

一

菜

を

求

め

た

b
、信仰
来
摩
に
入
る
。

夜

宇

目

を

畏

ま

せ

ば

豪

雨

篠

を

衝

く

の

勢

な

pp
、
和
歌
の
浦
の
風
色
、
紀

三
井

寺
の

絶

長
、積

日

一
五
九



一
大

O

の

欝

を

散

じ

て

飴

b
あ

b
。

． 

七

月

十

七

日

（水
曜
）

今

朝

主

人

紳

奈

川

九

に

て

欧

米

漫

遊

の

途

に

上

ら

る

、

八

時

店

に

出

て

、

小

雨

を

腎

し

て

米

利

堅

波

止

場

へ

卒

し

て

至

hJ
直
に
ラ
ン
チ
に
乗
じ
て
本
舶
に
着
す
、
見

送

人

二

三
十
人
鈴
、
外
に
金
子
、
柳
田
二
氏
は
主
母
夫
人
さ
共
に
門
司
ま
で
同
乗
せ
’
夕
、
午
前
十
時

出

帆

な

れ

ば

告

別

崎町

店

せ

し

は

十

時

宇

そ

れ

よ

b
増

田

氏

の

依

頼

に

よ

b
、
一
丹
製
所
増
築
に
什

て

出

願

書

を

認

め

た

b
、
午
後

三
時
一
切
に
至
、
，P
て
了

b
締

途

に

就

く

臼

後

藤

氏

政

長

官

午

後

入

時

四

十

六

分

紳

戸

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

着

の

答

な

b
、
出
迎
の
箱
め
一
先

店

に

至

b
、
例
刻
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
、
長
官
着
一
脚
後
自
由
亭
に
入

b
、
休
息
の
上
十
時
務
車
に

て

上

京

せ

b
、
鋳
宅
十
時
宇
リ

七

月

二

十

五

日

（木
曜
、
天
気
晴
）

今

朝

本

庄

兵

方

よ

b
小

包

に
て
、
藤
樹
先
生
・の
横
物

一
一
幅

泡

付
し
来
れ
’
夕
、
従
来
余
の
愛
蔵
す
る
も
の
で
」
同
一

種

の

も

の
に
て
、
異
筆
疑
ひ
を
容
る
、

も
の
に
非
ず
、
兎
も
角
買
入
る
、
乙
芝
、
せ

b
、
店
に
至

b
て
本
庄
、
一
踊
井
二
兄
へ
出
欣
す
、
午
後
初

紙
を
読
み
、
二
時
頃
よ

b
三
時
ま
で
西
岡
宅
を
訪
ぴ
関
談
し
、
三
時
、
過
よ

b
師
宅
す
、
勇
蔵
よ

b
雄

政
来
る
、レ
匂
時
再
、
ぴ
店
に
至
L

リ
て
八
時
節
途
に
就
き
、
途
中
宇
佐
美

子
』
訪
日
、
寄
木
の
小
茶
益
丁
度



瓶
敷
に
過
賞
し
た
る
も
の
二
個
弁
に
銘
々
盆
五
枚
〆

三
黙
を
求
め
た
，
P
。

蹄
宅
九
時
前
、
そ
れ
よ

b
山
手
ク
ラ
ブ
に
至

b
、
十
時
頃
ま
で
盆
栽
談
を
局
し
て
踊
る
。

（土
曜
）
本
日
朝
、
小
竹
の
二
行
書
一
輸
を
店
に
持
参
し
、
気
℃
金
子
兄
掛

七
’月
二
十
七
日

物

欽

乏

を

訴

へ

居
L
Y

し
ゅ
ゑ
、
兎
も
角
間
に
合
せ
さ
し
て
贈
る
、
午
前
中
組
合
の
計
算
を
立
て
、
午

後
宇
佐
美
を
斗
一
時
ひ
し
に
、
梅
花
式
寄
木
瓶
数
一
枚
あ

b
、
求
め
た

b
。

八
月
二
十
二
日

（
木
曜
）

今
朝
石
川
氏
宅
を
訪
う
て
昨
夜
話
き
れ
し
書
蓄
を
見
る
、
〆
入

九
部
何
れ
も
近
来
稀
に
見
る
所
の
も
の
、
食
指
動
い
て
禁
ず
る
克
は
ず
、
兎
も
角
頁
入
の
念
を
灰

め
か
し
、
午
前
十
一
時
前
踊
る
、
山
口
岳
父
も
次
て
来
ら
れ
共
に
踊
る
、
店
は
午
前
中
侠
勤
す
、
午
後

よ

b
店
に
出
づ
用
事
な
し
、
床
屋
へ
至

b
剃
露
す
、
今
夜
石
川
氏
来
訪
せ
ら
れ
、
今
朝
の
軸
物
の
義

に
付
話
あ

b
て
蹄
ら
る
。

一
大
一





故
人
羅
病
中
手
簡
の
．．．．． 

毒巴





寸
啓
小
生
病
中
無
胸

な

る
ま

－L
嚢
に
御
謄
血
ハ
を
受
け
た
る
関
雲
番
他
秋
園
痛
信
の
－
軸
を
床

聞
に
揚
げ
今
夏
な

、が
ら
御
厚
意
を
戚
謝
致
居
候

此
帽
は
御
承
知
に
有
之
目
下
上
海

に
て
有
名
な

る
恒
夫
昌
碩
の

筆

に
御
座
候
日
本
の
鍛
驚
に
似

た
る
面
白
き
出
来
の
様
に
存
候

最
近
表
装
出
来
参
候

間

失

躍

な

が

ら

進

呈

仕

度

候

御

叱

存

願

上

侠

草

々
頓
首

四

月

十

七

日

西

I
 
1
 

．，，，
，
 

丈

蔵

山

本

竹

之

助

様

貴

下

先
日
米
一
寸
御
願
申
上
候
関
雪
量
四
伯
の
も
の
は
未
だ
遁
蛍
の
も
の
御
見
世
田
無
之
哉
格
別
取
急

不
申
候
得
共
一
寸
序
な
、
か
ら
御
尋
ね
申
上
候

（病

中

走

b
世一日

飲

踏
）

奔
復
御
手
紙
難
有
奔
見
開
雲
の
山
水
一
粉
、
御
見
せ
被
下
多
謝
近
来
の
作
品
は
如
貴
読
弱
気
横

詮
議
伯
の
進
境
見
る
べ
き
も
小
生
等
凡
限
に
て
は
飴
k
y
戚
服
出
来
不
申
矢
張
南
畜
趣
味
の
津

一
大
五



一ムハムハ

々

だ

る

紙

本

に

て

も

結

構

水

墨

に

て

畜

讃

に

非

ゴ

れ

ば

面

白

か

ら

ず

格

別

山

水

て

な

く

さ

も

花

井

、

花

鳥

叉

は

人

物

に

て

も

差

支

な

〈

露

讃

の

も

の

あ

れ

ば

御

見

せ

被

下

皮

別

段

急

ぎ

不

申

候

不

取

敢

御

見

せ

被

下

候

書

幅

は

一

芝

先

づ

御

返

し

申

上

置

候

草

々

頓

首

四

月

十

九

日

西

l
 

－－－－－ 

冒

l
f

文

競

ilJ 

本

寧

墓

話

汁

復

作

日

は

関

雲

武

幅

御

見

せ

被

下

樵

夫

の

方

題

詩

一

寸

面

白

〈

候

得

共

人

物

の

出

来

栄

今

｝

息

の

や

う

被

思

申

候

其

内

叉

々

格

好

の

も

の

見

蛍

可

申

一

さ

先

づ

御

返

し

申

上

置

候

漁

翁

の

方

は

近

年

の

作

品

な

る

べ

き

も

飴

b
筆
力
雄
健
に
、
過
ぎ
小
生
に
は
不
向
に
御
座
候

十

日

朝

西

i
 

T
E
a
－
 

－E
E

，，
 

山
川
円

本

北
必

牽



拝
復
関
東
地
方
御
族
行
中
京
都
の
御
母
堂
突
然
の
御
不
幸
－
b
b
誠
に
御
気
の
毒
に
存
候
・
本
月

中
鹿
島
へ
御
引
揚
に
相
成
候
由
は
奔
承
罷
在
候
慮
飴

b
早
き
御
長
逝
に
て
何
共
御
悔
み
の
申

上

ゃ

う

も

無

之

候

利

平

氏

利

三
郎

氏

弁

に

貴

兄

共

打

揃

ぴ

不

在

中

突

然

の

御

病

死

異

に

透

協

の

極

み

に

御

座

候

人
生
は
朝
露
の
如
し
ミ
は
申
・
な
が
ら
誠
に
残
念
に
存
候

乍

併

御

母

堂

も

貴

兄

の

身

の

納

b
を

見

て

一

大

安

心

を

得

ら

れ

た

る

も

の

芝

存

候

間

今

後

賞

兄
が
松
代
家
の
銭
且
は
本
圧
家
の
翁
盆
奮
闘
聞
社
舎
に
針
し
相
蛍
の
貢
献
を
な

3
れ
候
事
せ
め

て
も
の
孝
養
に
御
座
候
央
々
も
家
名
を
辱
し
め
、
ぎ
る
や
う
御
頼
み
申
上
置
侯

一

昨

夜

利

平

氏

夫

妻

鹿

島

へ

の

蹄

途

御

立

寄

被

下

色

々

御

話

承

b
申

候

京

都

の

方

も

夫

々

跡

芹

附

出

来

候

趣

喜

居

申

候

小
生
病
気
は
逐
日
快
方
な
れ
共
此
疾
患
の
唯
一
手
世
田
は
胃
を
空
に
す
る
に
在

b
依

て

今

命

十

分

の

食

を

掻

取

せ

ず

来

月

に

も

相

成

候

は

Y

弗

々

室

内

の

運

動

位

は

詐

さ

れ

漸

次

食

物

の

供

給

も

緩

和

3
れ

可

申

哉

に

存

候

き
す
れ
ば
飴
程
元
気
も
出
て
可
申
今
分
の
所
に
て
は
失
張
議
書
さ
日
光
浴
さ
喫
煙
、
が
日
課
に

一
大
七



一
大
入

有

之

僅

か

に

床

間

の

掛

幅

三

瓶

花

に

心

一

脚

を

慰

む

る

の

み

に

御

座

候

餓

鬼

道

の

修

養

も

一
段

の

骨

折

に

御

座

候

町

々

御

不

在

中

直

入

先

生

の

遺

墨

御

割

愛

を

願

出

候

も

一

は

病

中

他

に

慰

安

の

方

法

な

き

翁

に

外

な

ら

ず

御

母

堂

此

頃

御

上

京

来

二

十

六

七

日

頃

御

蹄

阪

の

由

奔

承

致

候

何

卒

可

然

御

頼

み

被

下

度

候

病

中

毛

筆

は

厳

禁

3
れ

居

候

翁

鉛

筆

の

走

b
世一
日
鉄
蔵
多
謝
々
々

四

月

十

四

日

西

F
E－－ 1
 ．

．．
 
，，
 

丈

残

松

代

耳目

四

郎

君

謹

啓

小

生

病

気

に

什

て

毎

々

御

霊

リ

被

下

多

謝
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